


















































 1 Kagame （1947: 386）は 1257行と書いている。彼が 1947年の論文を書くときに

























 2 ［XV, 182］Rutare: 王家の墓所の一つ。Kigeri、Mutara、Cyirimaとその妃を葬っ
た。Buganza西北部、Muhazi湖の北西、今の Kigari県 Rutare町。 













この時、Rugabo鼓 11は Koobwaリニジ 12を去り、
 4 ［XV, 185］「KabuyeのMuseke」： Buriiza中部の山の名（今の Kigari県 Bweram-
vura町）（d’Hertefelt & Coupez 1964: 473）。
 5 ［XV, 186］「Ruhangaの Joma」： Bumbogo北部の Ruhanga山地の一部（今の
Kigari県 Shyombwe町）（d’Hertefelt & Coupez 1964: 463）。




 7 ［XV, 191］Nduga: ルワンダ中部、今の Gitaramaの中西部で、ルワンダ王国の中
心部だった。広義には、Bwanacyambweと対比させて、Nyabarongo川湾曲部と
Mwogo川の間の地域を指す（d’Hertefelt & Coupez 1964: 476）。
 8 ［XV, 192］「Kinaniの渡し」： Rukomaと Bumbogoの間の Nyabarongo川の渡し
で、Nyamagana川の河口近くのMuseenyi丘のふもとにある。今の Gitarama県
Remeera町 （d’Hertefelt & Coupez 1964: 467）。この渡しは Gaseke牛王祠の儀礼
家一行が使う。
 9 ［XV, 193］Gaseke: Rukoma西部の丘の名前。今の Gitarama県の Rutobwe町。
 10 （ ）内のアラビア数字は行、ローマ数字は章を指す。IXは「水飼いの道」であ
る。
 11 ［XV, 194］「Rugabo鼓」：牛王のミイラが Gasekeにいる間､ この太鼓も Gaseke
にいる。遺骸が Rutareに移されると、Rugabo鼓はMuseenyiの Koobwaリニジ
の所に行き、次の牛の王が死んでミイラが Gasekeに来るまで、Museenyiにと
どまる。伝承によると、Rugabo鼓は Cyirima II Rujugiraの軍隊に殺されたブル
ンジの王Mutaaga Seebitungwaの起臥太鼓だった（Kagame 1951: 44; d’Hertefelt 
& Coupez 1964: 488）。
 12 ［XV, 194］「Koobwaリニジ」： Ndoba王の子Mukoobwaを名祖とするリニジ。
宮廷儀礼家の第四位で、王権太鼓の Karinga鼓を管理した（Delmas 1950: 34; 






















 13 ［XV, 192］「牛軍『言葉』」（Invugo）： Cyirima II Rujugiraが作った牛軍で、Cy-
irima IIのミイラの管理人が要求すると牛を Gaseke祠に献上した（Kagame 
1961: 48–49）。
 14 ［XV, 198］Rwangampuhwe: Konoクランの人の名で、二十世紀初に「言語」な
ど複数の牛軍を管理していた（d’Hertefelt & Coupez 1964: 490）。 
 15 ［XV, 199］「Gishyoza鼓」： CyirimaII Rujugiraの起臥太鼓で、「平定者」を意味す
る。牛の王のミイラが Gasekeにいる間、その傍にいて、ミイラが Rutareに移動
する際はそれに随行し、次の牛の王が死ぬと Gasekeに戻る（Kagame 1963: 25; 









































る 17。東西の対立の重要性はすでに d’Hertefelt & Coupez （1964: 51–53）が指
摘しているが、彼らは、川の西を première moitié sacrée（第一の神聖な半




しかし、実際の空間分類はより複雑であり、東 ： 西 ：： 北 ： 南 ：： 過
去 ： 現在 ：： 死者 ： 生者 ：： 聖 ： 俗という関係が存在したようである。「水飼
















































































 21 ［3］「都」： -rwa 3, 4. 王宮のある場所のほか、過去の王の宮廷があった場所や、
特定の王や牛と儀礼的に結びついた場所、あるいは重要な王権儀礼の実施と関係





で完成する。/主殿と別棟と/裏庭がある。」（d’Hertefelt & Coupez 1964: 54–55）。
以下、秘典のテキストの出所は、すでに私が翻訳・要約している場合はその箇所
をあげ、それ以外は d’Hertefelt & Coupez 1964の原文・仏訳のページ数を記す。
 22 ［4］ Bumbogo: Nduga地方の丘。今の Gitarama県 Kigoma町（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 450）。213、353で出てくる Bumbogoは別の場所。
 23 ［4］ Nyundo: Nduga地方の丘。Bumbogoの北約 5 km、今日の Gitarama県 Gitisi
町（d’Hertefelt & Coupez 1964: 484）。これと、851、857の「こちら側の Nyun-
do」、896、1043の「あちら側の Nyundo」は、それぞれ別の場所。
 24 ［5］「雄牛たちの都」：王権雄牛が水飼い儀礼に行く出発点。すべて Nyabarongo
川の西にある。
 25 ［6］Gisanze: Mveejuru地方の丘。今日の Butare県Munazi町 （d’Hertefelt & Coupez 
1964: 457）。秘典ではここにしか出てこない。
 26 ［6］Muganzacyaro: ふつうMuganzaと呼ぶ。Nyaruteejaの渡しに面する Rukoma
東部の丘。今日のGitarama県 Kamonyi町。王権雄牛の Insanga牛軍を管理する
Heekaの儀礼家の居宅があった（d’Hertefelt & Coupez 1964: 470–471; Kagame 1963: 
16–18）。このあとの 844に「RundaのMuganzacyaro」として、また「即位の道」
1178、1184には木の名前 umuganzacyaroとして出てくる（宇野 2013: 132–133）。
 27 ［7］「Matovuの Ruyumba」： Nduga地方の丘。Kamonyiの南 7 km。今日の















 28 ［8］「Kaginaの Rubona」： Bumbogoの西南約 14 kmの Kabagari地方の丘。今
の Gitarama県 Gacu町（d’Hertefelt & Coupez 1964: 487）。秘典ではここにしか
出てこない。15の「Kamonyiの Rubona」、786の「Vugizaの Rubona」は、そ
れぞれ別の場所。
 29 ［9］「水飼い儀礼をする（gushoora）ときが来ると」： -shoor-は「丘の上から下に
降りさせる、谷間に行かせる」「動物を水飼い場に連れて行く」（Coupez et al. 
2005: 2227）。ここでは、王母が亡くなり、後継の王子が成長した後に水飼いの
儀礼をすることを指す。
 30 ［10］「卜占官」（abaraguza b aabiiru）： 王に代って神意を占う宮廷儀礼家
（d’Hertefelt & Coupez 1964: 283/69）。
 31 ［14］「Nyoro軍（Abanyoro）」：名称はウガンダの Bunyoroに由来し、Kigeri III 
Ndabarasaの寵臣 Rukariが作ったとされる（Kagame 1963: 125; Kagame 1972: 
130, 136）。Bunyoroについては、宇野 2010: 180–184参照。
 32 ［14］「Hiiza軍（Abahiiza）」： Rukoma地方の ku Buhizaという地名に由来し、
その長は Cyabaクランで、独自の王号（Muzimanganya, Ndarwubatse, Kimeza-




 33 ［16］「Tsoobeの子孫」： Tsoobeクランはルワンダ王国の神話的創始者 Gihanga
王の庶子 Rutsobeを名祖とし、宮廷儀礼家クランの最上位に位置した。
 34 ［18］「Cyirimaの所」：王宮の Cyirima祠。王権太鼓が保管されている。
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打奏用の太鼓たち（ingoma z imivugo）35や宮廷詩人たち（abasizi）36や










 35 ［19］「打奏用の太鼓（ingoma z imivugo）」：普通の打楽器として使われる太鼓。
王権太鼓と対比される。
 36 ［19］「宮廷詩人たち」（abasizi）：いくつかの世襲リニジ出身の宮廷詩人が宮廷詩
人隊（umutwe w’abasizi）を構成し、その長は Singaクランが出した（Kagame 
1951: 21–22; d’Hertefelt & Coupez 1964: 316）。
 37 ［20］「Imparaたち」：宮廷で Ryangombe祭祀を行うフツの集団。トゥワととも
に吟遊詩人でもあり、王宮の夜警にも立ち、王の起床時には、鈴かガラガラを鳴
らし、野ウサギのしっぽを頭に乗せて歌い踊った（宇野 2010: 176–177; 宇野
2013: 124）。






 40 ［27］「水飼い儀礼に行くまでずっと待機し」： -haangaaz-「水飲み場に行く前に
牛が長く待つ」「非常に長く待つ」（Coupez et al. 2005: 755）。出発まで 1年以上
あるので、その間、主要な儀礼のために出張することが次に述べられる。
 41 ［29］「gicuraasi月」： 4月末から 5月に相当する陰暦の月の名前で、この月の終
わりは乾季の始まりと重なり、昼夜の温度差が大きく、人間にとっても家畜に
とっても健康に良くない月とされる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 456–457）。
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径 14–16 mあり、父の Kigeri IV Rwabugiriを祀っていたという（Lugan 1997: 
197–198; Pagès 1933: 386）。
 43 ［30］「祈願」（imanza）： Ryangombe祭祀の祈願。
 44 ［32］「Kigari山」：現在のルワンダの首都の南西約 5キロメートルにある高さ約
1800メートルの山で、王家の居所址や儀礼場があった（d’Hertefelt & Coupez 
1964: 467）。
 45 ［32］「手を入れさせない」： -raar: 休耕にする（Coupez et al. 2005: 1855）。Kagame
によれば、水飼い儀礼の準備が始まると、現地暦の 1月（西暦の 9月中ごろ）か
ら 1年の間 Kigari山で林を焼くことが禁止され、2年目は禁止令が全国に広げら
れ、Kigariでは合計 2年休耕になったという（Kagame 1947: 380）。























（d’Hertefelt & Coupez 1964: 60–61）。「即位の道」の薬草探しの呪文（738、783）
は「王が外国人たちに汚されませんように」と言っている（宇野 2013: 112）。
 48 ［49］「発火錐」（ubushingw）： 582–591行参照。
 49 ［49］「王権槍 Rwamutara」：王権の象徴の一つで、特に王の軍事的な強さを表す
（宇野 2013: 114）。
 50 ［50］「王権金鎚」（inyundo）：王権の象徴の一つで、日常的に王を保護する呪具
でもある。86–91に名前が列挙される。詳しくは宇野 2013: 94, note 22を参照。






















宇野 2013: 93 note 15（主殿）、131 note 142（守護祖先霊）も参照。
 53 ［59］「igihubiのリズム」：王の太鼓を叩くリズムの一種で、神話的な Gihanga王






























 57 ［71］「ヒヒ」：オナガザル科のヒヒの雄を一匹宮廷で飼った（宇野 2013: 104 note 279）。
 58 ［73］「主殿の中まで」： 52行と全く同じ文（N iikambere muu nzu）だが、ここ
は牛王祠の主殿を指すと考えた方がよかろう（d’Hertefelt & Coupez 1964: 317）。
 59 ［81］「棚に運ばれる」：棚に置き、ひもで固定する。牛王祠が王権太鼓の置き場である。




















 62 ［85］Mushongi: Buberuka東部の山地、今の Byumba県Muvumu町。王家の鉄
鉱山があった。
 63 ［85］Nganzo: Mishongi山地の山（2,275 m）の名前（d’Hertefelt & Coupez 
1964: 477）。
 64 ［86–91］六つの王権金槌 : Nyarusharaは王権金鎚の筆頭で、毎夜、王は枕の下に
これを敷いて寝た。そして毎朝、王の起床の太鼓が鳴る時に、王は王権金槌に触れな
ければならなかった（Pagès 1933: 494; Delmas 1950: 40;宇野 2013: 94, note 21）。Nya-
rushara以外の五つの王権金槌については具体的な情報がない。なお、Delamasは王
権金槌は全部で五つあると書いているが、Nyarusharaしか名前をあげていない。











［105］ 彼は Nyantango70の Ndoha71に行って
王権太鼓 Cyimumugiziの原木を切り、
さらに王権太鼓Mpatsibihugu72の原木を切る。
 66 ［100］umwifuuzo: -ifuuzo 3,4＜-ifuuz-「欲する」。ウルシ科（Anacardiaceae）の
喬木 Pseudospondias microcarpa （A. Rich） Engl. （Troupin 1983: 295; Coupez et 
al. 2005: 1001）。
 67 ［103］Buberuka: 今の Byumba県と Ruhengeri県にまたがる地方。西の Burera
湖と Ruhondo湖、北東の Rugezi沼、南の Kabuye山地とMushongi山地の間の
山がかった地方（d’Hertefelt & Coupez 1964: 448）。
 68 ［103］Cyungo: Busigiの北、Buberuka東部（今の Byumba県）の地方名（d’Hertefelt 
& Coupez 1964: 454）。
 69 ［104］「原木（umwari）」： -aari 3, 4.「粗造りの太鼓、まだ皮を張っていない太
鼓」、あるいは「儀礼物、特に太鼓を作るための木」（Coupez et al. 2005: 76–77）。
 70 ［105］Nyantango: 南と南西のKiraga川とMbirurume川、東のNyabarongo川、北の
一連の川の間の地方で、今のKibuye東部にあたる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 482）。
 71 ［105］Ndoha: Nyantango南部の地方（d’Hertefelt & Coupez 1964: 476）。
 72 ［107行］「Mpatsibihugu鼓」： Karinga鼓と Cyimumugizi鼓に加えて、新しく
19世紀後半に Kigeri IV Rwabugiriが作った二つの王権太鼓のうちの一つで、名
前は「国々は私に服従した」「私は国々の主人だ」の意味（Delmas 1950: 16; 












 73 ［108］Buhanga: Ruhengeri県の平野で、Mukungwa川の西、Nyamuteraの北に
あり、ルワンダ王国の神話的始祖の Gihanga王が住んでいたとされる（d’Herte-
felt & Coupez 1964: 449）。
 74 ［108］Gipfuna: Karisimbi火山から流れてくる地下川Mutoboが Buhanga（現
Ruhengeri県）のMurama町で地上に噴出してくる出口およびその東のMutobo
川沿いの林の名前。ここで Gihanga王は最初の王権太鼓の Rwoga鼓を即位させ
たといわれ、Gihanga王を祀る屋敷もあった（d’Hertefelt & Coupez 1964: 457）。
 75 ［109］｢Kiraagutse鼓｣： 107行目のMpatsibihugu鼓とともに Kigeri IV Rwabu-
giriが作った王権太鼓で、名前は「国は拡張する」「国は非常に広い」の意（Del-











 78 ［111］umusumba: 不詳の植物。Cf. umusuumba: -yogoro（Fabacées科の小木
Milletia dura Dunn［Troupin 1983: 28］）に属する森の木で、王の太鼓、椅子、ミ
ルク壺を作る（Coupez et al. 2005: 2806）。前の行の地名Misumbaと語呂合わせ
している。植物名 umusumba は動詞-sumb-「優る、上回る、凌駕する」（Coupez 
et al. 2005: 2360）から派生し、王の卓越性、超越性を象徴する。この言葉遊びは
「太鼓に戦利品を飾る道」80–82行にも見られる（宇野 2011: 105–106）。
 79 ［113］「Fwatiの子孫」：下級儀礼家のリニジらしい（d’Hertefelt & Coupez 1964: 455）。
―140―
彼はMuhimaのMwurie80に行き












 80 ［114］「MuhimaのMwurie」： 不詳。Kagameは BusanzaのMwurire山の一部
（今日の Butare県のMwurire）とするが、d’Hertefelt & Coupezは現地で確認で
きなかったという（Kagame 1951: 55 note 62; Kagame 1972: 49; d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 475）。
 81 ［115］「igicuba壺」： -cuba 7, 8.「牛の水飲み場に水を運ぶ大きな木製壺」「それ
よりは小さいミルク保存用の木製壺」（Coupez et al. 2005: 324–325）。「ミルクを
入れたり水を汲んだりするための容量数リットルの大型木製壺」（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 401）。
 82 ［116］「inkongooro壺」： -koongooro 9, 10.「少量のミルクを飲んだり、乳量が多
くない雌牛を搾乳するのに使う小型の木製壺」（Coupez et al. 2005: 1348）。
 83 ［117］「ibirabyo壺」： -rabyo 7, 8.「王権太鼓に塗る牛の血を集める木製壺」（Coupez 
et al. 2005: 1821）。
 84 ［118］「バターすくい用具（ibyavuuzo）」： -aavuuzo「バター攪拌器からバターを
すくい上げる物、例えば木製のさじ」（Coupez et al. 2005: 94）。
 85 ［119］「ストゥール（iinteb）」： -tebe 9, 10.「一本の材木から切り出した伝統的な
ストゥールで、座面と底面が円形で、垂直部分がくびれている」（Coupez et al. 
2005: 2468）。
 86 ［121］「尊敬すべき者たち」（Nyubahiro）：牛軍の名前。Cyirima II Rujugiraが
作ったと言われる。この牛軍および牛軍 Insanga（344, 405行目）はHeekaリニ
ジが管理し、この牛軍で王権雄牛を育て、「即位」させた（Kagame 1961: 12–13, 





















 87 ［128］「Mugunga の子孫」（beenemugumga）： Ndoba（神話的始祖 Gihangaから
数えて九代目の王）の息子Mugungaを始祖とするリニジの名前（Delamas 
1950: 37; Kagame 1952: 84）。
 88 ［133］Tandura: 宮廷儀礼家の序列で第六位の集団で、Cyimumugizi鼓を管理し
た。詳しくは宇野 2013: 106, note 76を参照。





















 91 ［145］Ega: 「天から降りてきた人々」系の王母クラン。宇野 2007: 132–137。
 92 ［146］「最初は彼女だ」：おそらく王朝後期の Egaクランの政治的卓越を反映して
いる（宇野 2007: 130, 134.参照）。
 93 ［147］「父と母がいる」：近親の死の穢れに汚染されていない清浄（-sugi）な。
 94 ［149］Konoクラン：「天から降りてきた人々」系の王母クラン。宇野 2007: 132–133。
 95 ［152］Haクラン：「天から降りてきた人々」系の王母クラン。宇野 2007: 132–133。
 96 ［155］Gesera: 「地上にいた人々」系の王母クラン。宇野 2007: 131–132。

















 99 ［164］「Munyigaの子孫」： Ndoba（神話的始祖 Gihangaから数えて九代目の王）
の息子Munyigaを名祖とする王家リニジ（Delmas 1950: 37; Kagame 1959: 84）。
 100 ［167］「Cyambweの子孫」： Ndoba（神話的始祖 Gihangaから数えて九代目の王）



























 103 ［173］「父方第二平行従姉妹」：-hana 19＋3は父方の三親等の傍系つまり父の父の
兄弟の子孫を表す（Coupez et al. 2005: 741–742）。父方の大オジの子孫は、王の
死に際しての遺族の喪の始まりと終わりにも登場する（宇野 2012: 64, 77）。
 104 ［174］「王に喝采するだろう」：水飼い儀礼のなかで王が王妃（未来の Kigeri王
の母）と性交して家から出てくると、この従姉妹が歓声を上げる（992）。
 105 ［175–188］八頭の雌牛と雌羊の準備 ：同様の記述が「火の道」91–98にみられる。














 107 ［189］Gisiizi: Nyakavugo川の河口近くの Nyabarongo川西岸の地名。-siizi「液体
が多量にある」との言葉遊びが 441–444にある（d’Hertefelt & Coupez 1964: 
458）。
 108 ［190］Mbizi: Rukoma地方の丘と川の名前（d’Hertefelt & Coupez 1964: 468）。
-bizi「数えきれない」との言葉遊びが 441–444にある。
 109 ［194］umurama: イチジクの一種。あるいはシクンシ科ヨツバネカズラ属の
Combretum molle R. Br. ex G. Don （Troupin 1983: 532）。-ram「長生きする」、
-rame「丈夫な」の意味があり （Coupez et al. 2005: 1832, 1839）、このあとの
287–292、551–557の呪文で掛詞として使われる。民間医療では蛇にかまれたと




 110 ［195］「Nyabarongo川のこちら側」：東側の Buhangaに対して、西側を指す。
 111 ［196］Mayaga: Gitarama県と Butare県にまたがる地方で、東に Kanyaru川、北
に Cyabariza川、南に Isumo川、西に一連の川がある（d’Hertefelt & Coupez 
1964: 469）。
 112 ［198］Buyenzi: Gikongoro南部の地方で、東と北に Kinyaru川、西と南に一連の














 113 ［199］umutaaba: Ficus ingens var. ingens小灌木で、蔓が巻くことがある
（Troupin 1978: 146）。イチジク（umuvumu, cus）の一種で、樹皮布を作る
（Coupez et al. 2005: 2388）。
 114 ［200］「Nkuunaの息子の Ndungutse」： Ndungutseはブルンジ出身の儀礼家
Kinigaの息子 Nkunaの息子。Nkunaを名祖とする Abakunaリニジはルワンダ
宮廷儀礼家の序列で第八位に位置し、歴代の王母の帯を保管した（Kagame 
1972: 112–113; Kagame 1947: 372）。彼らは「水飼いの道」（200, 339, 589）、「太
鼓に戦利品を飾る道」（45, 67）、「七回目の装飾の道」（16）、「即位の道」（281, 
920）で樹皮布製造者として出てくる。
 115 ［201］umuvumu: Troupinによれば、ルワンダ語には Ficusに当たる名詞が六つ
ある。つまり、umurehe, umurengarutare, umusene, umuvumu, umuvumuvumu, 
umuvumuraであるが、各語に対応する種類は正確には分からない（Troupin 
1978: 135）。ここでは umutaabaを含む一般名詞として使われているようである。
 116 ［202］「kuyuの草束」（inkuyu）：-kuyu 9,10は牛をこすって毛並みをきれいにす
るための草の束（Coupez et al. 2005: 1442）。949, 1028行目でこれを使って火を
付ける。「即位の道」306, 870行目にもこの草束が出てくる。
 117 ［206］「umutaaba（199行）で imirinziを編む」：-riinzi 9,10は「エリスリナ属の

















 118 ［209］「トゲに触れてはならない」： ふつう皮を削ぐにはトゲを使ったという
（d’Hertefelt & Coupez 1964: 319; Coupez et al. 2005: 971, -hwa）。
 119 ［210］ibinyukwe: 植物らしいが詳細不明 （d’Hertefelt & Coupez 1964: 319/#210; 
Coupez et al. 2005: 1720）。
 120 ［212–217］ここで集める四種の作物名は「即位の道」408–409で起臥太鼓の粗
造りの際に掘った穴に播く植物名と同じである（宇野 2013: 108）。
 121 ［213］Bumbogo: Tsoobeの儀礼王の領地で、Nyabarongo川を挟んで Rukoma
の北にあり、Base川の東南にあたる。4, 35の Ndugaの Bumbogoとは別。
 122 ［214］isogi: フウチョウソウ科（Capparaceae）の Gynandropsis gynandra （L.） 
Briq.（Troupin 1978: 313）。
 123 ［215］「inzungwane種のヒョウタン」： ここでは inzungwaneとなっているが、
「即位の道」409では inzuzi z inzungwaneと説明してある。inzuzi （-yuzi 11,10）
はヒョウタン（Lagenaria siceraria）のたぐいを指し、実の形は非常に多様で、
食用と容器用がある（Coupez et al. 2005: 2820; Troupin 1983: 458）。inzungwane 
（-ungwane 11, 10）は実が甘い味のするヒョウタンで、葉柄に棘がなく、若い実
は毛深く-uunguと呼ばれる（Coupez et al. 2005: 2706）。


















使った（Kagame 1947: 368, note 9; Delmas 1950: 107）。ルワンダにソルガムをも
たらしたのはMyaka（「年、収穫」の意）の先祖で、Buhaから来た Gihe（「時
間、季節」の意）だったと言われる（Kagame 1959: 64, note 1）。
 126 ［225］urukangaga: カヤツリグサ属の Cyperus latifolius Poiret、多年生草本植物、
高さ 0.5–3 m、沼、湖岸、水に浸かった土地に生える（Troupin 1987: 4469）。
 127 ［225］「十六枚」：四つの王権太鼓の下に四枚ずつ敷く（421, 423, 425, 427）。





























 131 ［230］Koobwa: 上の牛王の埋葬法で見た「不敬の道」194の注を参照。



























 133 ［253］Nyaruteeja: Rukomaと Bwanacyambweの間にある Nyabarongo川の浅瀬
の名前（d’Hertefelt & Coupez 1964: 483）。
 134 ［255］「Biraadutseの息子の Kanyantaama」： Kigari山に住む下級儀礼家で、367行
目を見ると、儀礼用の羊を管理したらしい（d’Hertefelt & Coupez 1964: 448, 465）。
 135 ［259］「牛飼いの炉」：-caaniro 7, 8. 屋敷の庭などで牛をアブや蚊から煙で守るため
に火を焚く場所（Coupez et al. 2005: 292）。Kagameの仏訳 foyer pastoralに従っ
た。彼によれば、牛飼いの炉は早朝、搾乳の前から牛を牧草地に行かせるまでと、
夕方、牛たちが家に戻る頃から搾乳が終わるまで焚いた（Kagame 1952: 109）。
 136 ［260］Murama: Kigari山にあると思われるが、不詳。秘典にはここに出てくる
だけ。この地名は後出の umuramaの木の名前とかけてある。





















 138 ［260–268］「umuramaの木の根元を四回ずつ掘る」： 四は吉数。「即位の道」
539–540で起臥太鼓の心臓を掘り出す時に類似の表現：「Nyabirunguの大いなる
子孫［Tegeの儀礼王］が屋敷の門を開き/［540］清浄な子孫が（umuramaの木



























 140 ［279］imaana: 「万能で、全てのものの上にあり、個人的には優しい、至高の存
在、全てのものの源、全てのものの主人」を指す（Pauwels 1958: 3–4）。
 141 ［287］「あなたは元気（umurame）だ」： 194行で入手した umuramaの木に呼び
かける。その注を参照。






















 143 ［310］「敵国を討つ仕草をする」（agacyamura）：類似の表現は「即位の道」359, 
387行目にある（cf. 宇野 2013: 107–108）。動詞-cyamurは「手斧で木を加工す
る」（Coupez et al. 2005: 362）で、儀礼においては、呪術的に斧で敵を打つ動作、
祓う動作を指したらしい。その名詞形-cyaamuro 9, 10は「手斧。草取りや植付


























 144 ［313］Bushuubi: 今のブルンジの東北、タンザニアの北西部、ルワンダの東南に
あった王国（地図 Chrétien 1975: 11; Mworoha 1987: 188）。









































































































を作る、d’Hertefelt & Coupez 1964: 60–61）、「太鼓に戦利品を飾る道」122–131
（Cyirima祠の裏で太鼓に装飾を吊るす留金を製造、宇野 2011: 107–108）「即位の













































































































































 154 ［511］「太鼓の底の皮（icyahi cyo mw iisembe）を固定する（bagayiteer）」：同様

























「即位の道」645–667行に見える（cf. 宇野 2013: 111）。
 156 ［541–557］同様の動作と祈祷によって新王の起臥太鼓に心臓を入れる方法が、

































































































 162 ［603–611］この部分は「即位の道」303–330（宇野 2013: 105–106）に対応して
いる可能性もなくはないが、なぜここでこんなことを言うのか分かりにくい。
Kagame（1947: 384–385）は 600–625行に相当する部分を訳す際に、金鎚に関
する部分 604–609行を省略して、603行を 610行以下に続けている。d’Hertefelt 
& Coupezは 600–611行を “Intermède” （小休止）と呼んでいる（1964: 95）。
 163 ［603］Roha: ZigabaクランのHeekaリニジの分枝。清浄化が専門で、このあと
1198にも出てくる。宮廷で王は特製の水を振り掛けて浄められ、その水の容器
交代で管理する役人がいた（Delmas 1959: 157; Kagame 1947: 384 note 38; 
d’Hertefelt & Coupez 1964: 486）。
 164 ［604］Imiyobora: 王と行動を共にする二個の小さな金槌。悪霊から守ると考え
られた。-yoborは「祖霊に住まいを指し示す」（54, 74参照）の意味（d’Hertefelt 
& Coupez 1964: 461）。











































 168 ［636］「太鼓たちの廃物」： -remuuro 3, 4. 新品と交換して外した古い鼓面の皮や
皮紐など（Coupez et al. 2005: 1898）。
 169 ［637］「埋められる」（-byarirw）：宮廷儀礼で使った様々な「聖なる物」は埋め
る。宇野 2012: 75, note 94参照。
 170 「戦う者たち」：牛軍の名前（Indwanyi）。各牛軍から宮廷に供出された食肉用の



























 173 ［653］「Nyamigezi」： Busigi（現ルワンダ東北部の Byumba地方）の土酋
（hinza）Nyamikenkeの息子ないし孫。その子孫の 1人が Karinga鼓を作った
り、見つけたりしたという伝承がある。詳しくは宇野 2013: 100 note 38参照。
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